
 

 

 

 

 

 

島根県立横田高等学校男子ホッケー部の島根県功労者表彰式について 

 

昨年 12 月に岐阜県で行われた、第 54 回全国高等学校選抜ホッケー大会で優勝し、令和 4年度全国

高等学校総合体育大会ホッケー競技及び第 77 回国民体育大会と併せて、平成 20 年以来 14 年ぶり２度

目の３冠を成し遂げた、島根県立横田高等学校男子ホッケー部の功績を称え、島根県功労者表彰を授

与することとし、下記の通り表彰式を行います。 

 

記 

 

１ 日 時  令和５年２月１３日（月）１５時３０分～１６時００分 

 

２ 場 所  講堂（本庁舎６階） 

 

３ 内 容  表彰式、写真撮影、懇談 

 

４ 来庁者  １８名 

横田高等学校   校 長 深田  新 （ふかだ しん） 

  男子ホッケー部  監 督 伊藤 直登 （いとう なおと） 

                    主 将 佐伯 昂大 （さえき こうだい） 

                                 他 選手１５名 

 

 ５ 表彰概要 別紙のとおり 

 

 

  【参考】島根県功労者表彰について 

   （１）各種の活動を通し、県民に感動と勇気を与え、島根県の名を高め、県勢の発展に大いに

貢献するなど、功績顕著なものを表彰 

   （２）平成９年以降、これまでに３２名・団体が受賞 

令和５年２月８日 

担当課 島根県教育庁保健体育課 

担当者 小倉庸二 

電 話 （０８５２）２２－５４２６ 



   別  紙 

横田高校男子ホッケー部に対する島根県功労者表彰について 

 

１．概要 

横田高校男子ホッケー部は、令和４年１２月に岐阜県で開催された第５４回全国高等学校選抜

ホッケー大会において、８年ぶり７回目の優勝を成し遂げた。この優勝により、全国高校総体優勝、

国民体育大会優勝とあわせて、平成２０年以来１４年ぶりとなる「３冠達成」という偉業を成し遂げた。 

これは横田高校男子ホッケー部の選手たちが、「３冠達成」という高い目標を掲げ、日々厳しい

練習を積み重ねられた努力の賜物である。有言実行された横田高校男子ホッケー部の活躍は、 

本県のスポーツ選手の励みになるとともに、多くの県民に勇気と感動を与えたものであり、その功績

は誠に顕著である。 

 

２．横田高校男子ホッケー部について（令和 4年度） 

○監督：伊藤直登 

○部員：２７名 

○方針・目標 

①「驚天道地」をもとに、何事にも全力で取り組む 

   ②私生活でも日本一を目指す 

私生活の甘さが競技につながることを意識して生活する 

   ③常勝 

常に試合で勝つことを意識して練習でも、妥協せずに取り組む 

○経歴 

全国高校総体優勝７回 

国民体育大会優勝６回 

全国選抜大会優勝７回 

平成２０年 ３冠 

 

３．令和４年度の主な功績 

○令和４年度全国高等学校総合体育大会ホッケー競技大会 優勝（２年連続７回目） 

   （令和４年７月３０日～８月３日 徳島県阿南市） 

○第７７回国民体育大会ホッケー競技少年男子 優勝（３大会ぶり６回目） 

   （令和４年１０月２日～６日 栃木県日光市） 

○第５４回全国高等学校選抜ホッケー大会 優勝（８年ぶり７回目） 

   （令和４年１２月２３日～２８日 岐阜県各務原市） 


